
バス車内事故防止のお願い
バスをご利用の皆さまへ

「 立 つ の は バ ス が 止 ま っ て か ら｡」

バスは安全運転を心掛けていますが、交通状況により急ブレーキや
急なハンドル操作が必要になる場合があります。
走行中に席を立ったり移動したりすると、転倒して大きなけがにつな
がるおそれがあります。
皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

１
バスが完全に停車してから
席を立ちましょう

降車のために早めに席を立つと、
急ブレーキなどで転倒し、けがをする
おそれがあります
お降りの際は、バスが停留所に着いて
完全に止まってからお立ち下さい

２
立って利用するときは
手すり・つり革を
しっかり持ちましょう

バスは安全運転に努めていますが、
事故を避けるため急ブレーキをかける場合があ
ります
立席の場合は、必ず手すりやつり革につかまっ
てください。

３
走行中の移動は
控えましょう

走行中の席の移動は、転倒事故につながり
ます。
降車の準備や席の移動は、バスが停車して
から行いましょう。

４ 高齢者の皆さまへ

車内事故による負傷者の多くは高齢者です。
転倒による骨折など、重傷につながる場合
があります。
時間に余裕を持って、安全に乗り降りしま
しょう。

国土交通省 北海道運輸局

本リーフレットは車内事故防止に向けた広報啓発を目的として製作しました
画像の一部は生成AIにより作成しました

バス事故の状況（全国）

バス事故のうち、

車内事故は、約３割!

車内事故による負傷者の
約７割が高齢者です

一般ドライバーの
皆さまへ

停留所から発車するバスの
直前への割り込みや急な車
線変更は車内事故の原因
になります。
バスの安全運行にご理解と
ご協力をお願いします。

さらに詳しい情報はこちらから
国土交通省HP

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk2_000161.html

車内事故
3２.６%

国土交通省YouTubeチャンネル
バス車内事故防止のための啓発動画より

優先席のご利用や
周囲のサポートを
お願いします

出典：国土交通省
「事業用自動車の事故統計（令和6年度版）」
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